
規
準
排
水
量
（
ｔ
）
　
　
七
七
〇
　
　
一
二
一
五

平
均
吃
水
（
ｍ
）
　
　
二
・
四
　
　
　
三
・
一

最
大
速
力
（
節
）
　
　
　
三
六
　
　
　
　
三
五

竣

工

年
（
年
）
　
一
九
二
二
　
　
一
九
二
〇

巡
洋
艦
「
木
曽
」
ア
ッ
ツ
・
キ
ス
カ
戦
　 

石
川
県
　
掛
下
清
行
　 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
十
二
日
、
海
軍
通
信
学

校
高
等
科
卒
業
、
巡
洋
艦
「
木
曽
」
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

「
木
曽
」
は
大
湊
に
入
港
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
汽
車
で

大
湊
に
向
か
っ
た
。
仙
台
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
沿
線
に
雪
が

あ
り
、
大
湊
線
に
乗
り
換
え
る
と
一
面
銀
世
界
。
鉄
道
の
古
い

枕
木
を
燃
料
に
し
た
ス
ト
ー
ブ
が
客
車
の
中
程
に
あ
り
、
ス

ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
、
の
ん
び
り
し
た
旅
行
で
あ
っ
た
。

大
湊
に
着
い
た
ら
「
木
曽
」
は
出
港
後
で
あ
り
、
大
湊
防
備

隊
に
仮
入
隊
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
三
日
仮
入
隊
の
水
兵
を

指
揮
し
て
、
演
武
場
の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
し
て
い
る
と
き
、「
木

曽
」
は
舞
鶴
に
入
港
し
た
と
知
ら
さ
れ
、
陸
行
で
舞
鶴
に
向
か

う
こ
と
に
な
っ
た
。

実
家
が
途
中
に
あ
る
の
で
、
普
通
列
車
に
乗
っ
た
こ
と
に
し

て
急
行
列
車
に
乗
り
、
時
間
稼
ぎ
を
し
て
、
な
つ
か
し
い
父
母

の
顔
を
見
て
行
こ
う
と
思
い
、
青
森
駅
で
父
母
弟
妹
の
土
産
に

青
森
り
ん
ご
を
買
い
込
ん
で
急
行
列
車
に
乗
っ
た
。

北
陸
線
粟
津
駅
で
下
車
、
普
通
列
車
と
の
時
間
差
の
約
半
日

を
実
家
で
過
ご
し
、
敦
賀
駅
に
着
い
た
の
は
舞
鶴
線
の
終
列
車

が
出
た
後
で
、
敦
賀
駅
前
の
旅
館
に
泊
ま
り
、
あ
く
る
朝
一
番

列
車
で
舞
鶴
に
向
か
っ
た
。

木
曽
に
乗
艦

舞
鶴
軍
港
に
停
泊
中
の
「
木
曽
」
の
舷
門
を
上
り
、
副
直
将

校
の
若
い
少
尉
（
後
で
わ
か
っ
た
が
通
信
士
で
あ
っ
た
）
に
、

「
掛
下
兵
曹
、
た
だ
今
到
着
致
し
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
と
こ

ろ
、「
掛
下
兵
曹
、
ど
こ
へ
寄
っ
て
き
た
の
か
」
と
詰
問
す
る

の
で
、「
青
森
で
普
通
列
車
に
乗
り
、
敦
賀
に
着
い
た
ら
、
舞

鶴
線
が
出
た
後
で
あ
り
、
敦
賀
駅
前
の
旅
館
に
泊
ま
っ
て
、
今

朝
一
番
で
舞
鶴
に
着
き
ま
し
た
」
と
嘘
を
言
っ
て
、
旅
館
の
領

収
書
を
出
し
て
見
せ
た
と
こ
ろ
、
出
迎
え
の
甲
板
（
分
隊
の
雑



用
係
の
水
兵
）
に
案
内
す
る
よ
う
に
言
っ
て
通
し
て
く
れ
た
。

「
木
曽
」
で
の
配
置
は
暗
号
室
の
次
席
下
士
官
で
、
任
務
は

暗
号
電
報
の
作
成
と
翻
訳
だ
け
、
海
軍
七
年
余
り
を
通
じ
、
一

番
気
楽
な
配
置
で
あ
っ
た
。

親
展
電
報
が
あ
る
と
、
通
信
士
か
ら
「
掛
下
兵
曹
、
暗
号
書

を
持
っ
て
ガ
ン
ル
ー
ム
（
若
い
中
、
少
尉
の
執
務
室
）
へ
来
て

く
れ
」
と
電
話
が
あ
る
。
親
展
電
報
の
作
成
・
翻
訳
は
士
官
の

任
務
で
、
通
信
士
の
仕
事
で
あ
る
が
、
誤
字
や
脱
字
が
あ
る
と

通
信
士
で
は
お
手
上
げ
、
時
間
が
か
か
っ
て
満
足
な
翻
訳
が
出

来
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
通
信
士
に
か
わ
っ
て
翻
訳
し
、
そ
の

都
度
、
下
士
官
・
兵
に
は
高
嶺
の
花
で
あ
る
、
士
官
用
酒
保
物

品
の
缶
詰
・
羊
羹
・
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
等
を
頂
い
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

キ
ス
カ
・
ア
ッ
ツ
輸
送
作
戦

乗
艦
し
て
一
週
間
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
三
十
日
、
正
月
を

前
に
し
て
「
木
曽
」
は
風
雲
急
を
告
げ
る
千
島
列
島
の
北
端
、

幌
筵
に
む
け
て
舞
鶴
を
出
港
し
た
。
冬
の
日
本
海
は
荒
れ
狂

い
、
艦
首
に
砕
け
た
大
波
は
前
甲
板
を
洗
い
、
艦
橋
を
被
う
。

宗
谷
海
峡
に
入
る
と
一
面
の
流
氷
、
そ
の
裂
け
目
を
た
ど
り
、

ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
艦
体
に
あ
た
る
流
氷
の
う
す
気
味
悪
い
音
を

気
に
し
な
が
ら
航
進
す
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
入
る
と
、
黒
船
は
完
全
に
白
衣
に
変
装
、

猛
吹
雪
の
中
を
一
路
北
へ
北
へ
と
進
む
。
暗
号
室
は
ス
チ
ー
ム

が
き
い
て
暖
か
い
が
舷
窓
の
外
側
に
は
十
セ
ン
チ
余
り
の
氷
が

付
い
て
、
上
甲
板
で
防
寒
帽
・
防
寒
外
套
・
防
寒
靴
で
身
を
固

め
た
水
兵
が
、
ハ
ン
マ
ー
で
艦
体
に
凍
り
つ
い
た
氷
を
た
た
き

割
っ
て
い
た
姿
が
今
も
ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ
。

冬
の
幌
筵
は
吹
雪
に
明
け
て
吹
雪
に
暮
れ
る
酷
寒
の
地
で
あ

る
が
、
稀
に
太
陽
を
見
る
日
が
あ
り
、
ソ
連
領
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

を
望
む
、
帝
国
北
端
の
要
衝
で
あ
り
、
北
方
部
隊
五
艦
隊
の
根

拠
地
で
も
あ
っ
た
。

幌
筵
に
到
着
早
々
、
駆
逐
艦
「
若
葉
」
と
、
キ
ス
カ
島
行
き

の
陸
兵
輸
送
の
任
務
を
帯
び
、
北
太
平
洋
の
荒
波
を
乗
り
切
っ

て
キ
ス
カ
島
に
向
か
っ
た
が
、
キ
ス
カ
島
突
入
の
前
日
、
敵
に

察
知
さ
れ
、
涙
を
の
ん
で
引
き
返
し
た
。

一
月
中
旬
、
陸
軍
輸
送
船
「
埼
戸
丸
」「
春
光
丸
」
を
、
駆

逐
艦
「
若
葉
」「
初
霜
」
と
護
衛
し
て
キ
ス
カ
島
に
向
か
っ
た
。

ま
れ
に
見
る
好
天
に
恵
ま
れ
ア
ッ
ツ
島
西
北
を
北
上
中
、
味
方



の
水
偵
が
敵
艦
隊
を
発
見
し
た
の
で
、
船
団
は
コ
マ
ン
ド
ル
方

面
に
敵
艦
隊
を
避
け
ベ
ー
リ
ン
グ
海
を
北
上
し
、
遠
ま
わ
り
し

て
キ
ス
カ
島
の
北
方
二
〇
〇
マ
イ
ル
附
近
で
キ
ス
カ
島
に
進
路

を
と
っ
た
頃
、
敵
艦
隊
は
ア
ッ
ツ
島
を
砲
撃
し
、
キ
ス
カ
島
方

面
に
向
か
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
反
転
北
上
し
、
再

起
を
図
ろ
う
と
し
た
が
、
長
期
の
航
海
で
駆
逐
艦
の
燃
料
が
少

な
く
な
り
、
や
む
な
く
幌
筵
に
帰
還
し
た
。

二
月
に
入
っ
て
巡
洋
艦
「
阿
武
隈
」

、
駆
逐
艦「
電
」「
薄

雲
」
は
「
君
川
丸
」「
栗
田
丸
」「
埼
戸
丸
」
を
護
衛
、
ア
ッ
ツ

島
に
急
速
補
給
す
る
こ
と
に
な
り
、「
木
曽
」
は
重
巡
「
那
智
」

「
摩
耶
」

、
軽
巡「
多
摩
」

、
駆
逐
艦「
若
葉
」「
初
霜
」
と
輸
送

船
団
を
援
護
し
、
敵
艦
隊
出
現
の
際
は
、
こ
れ
と
決
戦
を
交
え

る
た
め
幌
筵
を
出
港
し
た
。

ま
れ
に
見
る
好
天
で
、
水
平
線
上
に
輸
送
船
団
を
望
み
な
が

ら
、
艦
隊
主
力
は
「
之
」
字
運
動
で
航
進
し
な
が
ら
ア
ッ
ツ
島

に
向
か
っ
て
い
る
時
、
お
昼
頃
西
方
に
ソ
連
船
ら
し
き
船
影
を

発
見
、
右
一
斉
回
頭
で
こ
れ
を
避
け
た
。

午
後
、
艦
隊
司
令
部
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
機
が
ア
ッ
ツ
島

附
近
に
不
時
着
し
、
海
軍
機
が
救
助
に
あ
た
っ
て
お
り
、
敵
艦

隊
も
ア
ッ
ツ
島
附
近
に
行
動
中
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、

今
度
こ
そ
敵
艦
隊
を
撃
滅
す
る
ぞ
と
、
総
員
戦
闘
配
置
に
つ

き
、
士
気
極
め
て
旺
盛
、
血
わ
き
肉
躍
る
感
じ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
没
と
と
も
に
風
が
強
く
な
り
、
三
十
な
い
し

四
十
メ
ー
ト
ル
の
突
風
、
海
は
荒
れ
狂
い
、「
阿
武
隈
」
で
二

人
の
遭
難
者
を
出
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
荒
天
の
た
め

ア
ッ
ツ
島
突
入
は
一
日
延
期
さ
れ
、
予
定
日
の
翌
日
午
前
九
時

頃
、
第
一
水
雷
戦
隊
は
輸
送
船
団
と
ア
ッ
ツ
島
に
向
か
い
、
午

後
六
時
頃
無
事
入
港
、
飛
行
機
・
飛
行
場
資
材
・
弾
薬
・
食
糧

等
を
揚
陸
し
、
午
後
九
時
頃
出
港
し
た
。

そ
の
間
、
第
五
艦
隊
の
主
力
は
、
本
艦
と
「
多
摩
」
を
前
衛

と
し
、「
若
葉
」
と
「
初
霜
」
を
直
衛
と
し
た
決
戦
態
勢
を

も
っ
て
、
ア
ッ
ツ
島
周
辺
に
あ
る
敵
艦
隊
を
求
め
て
索
敵
捜
航

し
た
。
輸
送
船
団
が
ア
ッ
ツ
出
港
後
、「
薄
雲
」「
八
丈
」「
国

後
」
は
船
団
を
護
衛
し
て
幌
筵
に
向
い
、「
阿
武
隈
」「
雷
」

「
電
」
は
本
隊
に
合
流
、
ひ
き
続
き
索
敵
に
つ
と
め
た
が
、
駆

逐
艦
の
燃
料
が
限
界
に
達
し
た
の
で
、
や
む
な
く
幌
筵
に
引
き

揚
げ
た
。

キ
ス
カ
撤
収
作
戦



流
氷
と
荒
天
で
傷
つ
い
た
艦
隊
の
修
理
と
補
給
の
た
め
、

「
木
曽
」
は
三
月
十
日
舞
鶴
に
帰
港
。
共
楽
公
園
の
桜
を
満
喫

し
、
英
気
を
養
っ
て
い
る
と
、
突
然
、
北
千
島
に
敵
機
動
部
隊

出
現
、「
木
曽
は
直
ち
に
幌
筵
に
進
出
せ
よ
」
の
命
令
が
あ
り
、

四
月
二
十
八
日
早
朝
、
な
つ
か
し
い
母
港
を
後
に
一
路
作
戦
地

に
向
か
っ
た
。
日
本
海
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
に
出
て
、
白

峰
・
幌
筵
富
士
を
眺
め
た
の
は
五
月
三
日
の
午
後
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
北
千
島
に
は
濃
霧
が
発
生
し
、
晴
れ
た
日

に
は
雪
解
け
の
山
腹
に
緑
の
影
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
濃

霧
を
利
用
し
て
、
キ
ス
カ
・
ア
ッ
ツ
島
へ
の
輸
送
作
戦
が
続
け

ら
れ
て
い
た
。

五
月
十
二
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
ア
ッ
ツ
島
に
上
陸
を
開
始

し
、
北
方
部
隊
は
ア
ッ
ツ
島
の
救
援
と
、
敵
艦
隊
撃
滅
の
た
め

全
力
を
尽
く
し
た
が
、
荒
天
と
優
秀
な
ア
メ
リ
カ
軍
の
た
め
戦

局
は
我
に
利
は
な
く
、
山
崎
保
代
部
隊
長
の
率
い
る
陸
軍
の

ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
は
勇
戦
敢
闘
、
五
月
二
十
九
日
夜
、
部
隊
長

を
先
頭
に
最
後
の
突
撃
を
敢
行
、
ア
ッ
ツ
島
は
完
全
に
敵
の
も

の
と
な
っ
た
。

敵
は
ア
ッ
ツ
島
に
水
・
陸
飛
行
場
を
造
り
、
ク
ル
ッ
ク
・
ア

ム
チ
ト
カ
の
飛
行
場
と
と
も
に
、
キ
ス
カ
島
に
対
し
て
、
空
か

ら
と
艦
艇
に
よ
る
■
戒
を
強
化
し
て
補
給
を
遮
断
し
、
砲
爆
撃

を
反
復
し
て
、
キ
ス
カ
島
奪
還
を
企
図
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

白
と
な
っ
た
。

大
本
営
で
は
潜
水
艦
に
よ
る
キ
ス
カ
島
撤
収
を
決
定
、
そ
れ

ま
で
北
方
部
隊
の
潜
水
艦
は
五
隻
で
あ
っ
た
が
十
三
隻
に
増
強

し
、
霧
と
潜
水
艦
の
隠
密
性
を
利
用
し
て
、
兵
器
弾
薬
と
食
糧

の
補
給
を
図
り
な
が
ら
、
人
員
の
撤
収
を
開
始
し
た
。

そ
の
頃
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
レ
ー
ダ
ー
射
撃
を
完
成

し
、
日
本
の
潜
水
艦
は
レ
ー
ダ
ー
で
発
見
さ
れ
、
敵
の
至
近
弾

は
艦
側
で
水
煙
を
あ
げ
、
潜
航
す
れ
ば
爆
雷
攻
撃
を
受
け
、
た

め
に
潜
水
艦
は
隠
密
性
を
失
い
、
運
を
天
に
任
せ
て
任
務
に
遭

進
す
る
と
い
う
状
況
で
、
被
害
は
増
大
す
る
ば
か
り
、
つ
い
に

潜
水
艦
よ
る
撤
収
は
取
り
止
め
、
巡
洋
艦
・
駆
逐
艦
で
一
挙
に

撤
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

奇
蹟
の
キ
ス
カ
撤
収

昭
和
十
八
年
七
月
二
十
二
日
午
後
八
時
、
暗
夜
の
濃
霧
の
中

を
、
燃
料
補
給
船
「
日
本
丸
」
を
伴
い
幌
筵
海
峡
を
出
撃
し
た

撤
収
部
隊
は
、
敵
潜
水
艦
の
目
を
く
ら
ま
す
た
め
進
路
を
真
南



に
と
る
。

翌
日
か
ら
は
霧
の
状
況
と
敵
潜
の
動
静
を
気
に
し
な
が
ら
、

「
阿
武
隈
」「
木
曽
」「
島
風
」「
夕
雲
」「
秋
雲
」「
風
雲
」「
朝

雲
」「
薄
雲
」「
五
月
雨
」「
長
波
」「
若
葉
」「
初
霜
」「
国
後
」

「
日
本
丸
」
の
単
縦
陣
を
も
っ
て
、
針
路
を
東
に
西
に
、
あ
る

い
は
南
に
北
へ
と
変
え
な
が
ら
キ
ス
カ
島
に
接
近
中
の
二
十
三

日
午
後
三
時
頃
変
針
中
、「
国
後
」
が
変
針
時
機
を
誤
っ
た
の

か
隊
列
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、

敵
潜
の
警
戒
に
加
え
て
「
国
後
」
と
の
合
流
が
心
配
と
な
っ

た
。
警
戒
航
行
を
続
行
中
、
午
後
五
時
頃
給
油
予
定
海
面
で
、

突
然
「
阿
武
隈
」
の
右
前
方
に
「
国
後
」
出
現
、
衝
突
し
た
。

そ
の
た
め
隊
形
が
混
乱
し
、「
初
霜
」「
若
葉
」「
長
波
」
が
触

衝
し
、「
若
葉
」「
初
霜
」
は
最
大
速
力
十
二
ノ
ッ
ト
と
低
下

し
、
予
定
作
戦
に
参
加
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
「
日
本
丸
」
の

護
衛
、「
国
後
」
は
損
傷
が
大
き
く
十
ノ
ッ
ト
以
上
の
航
行
不

可
能
と
い
う
こ
と
で
単
独
帰
港
と
な
っ
た
。

二
十
七
日
最
後
の
燃
料
補
給
を
完
了
、
キ
ス
カ
島
に
向
針

し
、
二
十
八
日
午
前
七
時
、
旗
艦
「
多
摩
」
か
ら
「
鳴
神
（
キ

ス
カ
）
港
進
入
、
任
務
を
達
成
せ
よ
、
成
功
を
祈
る
」
の
手
旗

信
号
が
あ
り
、
第
五
艦
隊
長
官
の
見
送
り
を
受
け
、
突
入
部
隊

は
「
木
曽
」
艦
長
の
指
揮
に
よ
り
、
一
路
キ
ス
カ
港
に
向
か
っ

た
。午

前
十
時
キ
ス
カ
島
に
接
近
、
突
入
隊
形
を
も
っ
て
防
雷
航

行
に
移
り
、
十
一
時
に
キ
ス
カ
島
を
発
見
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー
に

か
か
ら
ぬ
よ
う
キ
ス
カ
島
の
西
側
を
海
流
に
逆
ら
っ
て
航
進
し

た
。
暗
号
室
の
舷
窓
か
ら
見
る
と
、
大
河
の
奔
流
を
■
る
よ
う

で
、
先
導
の
駆
逐
艦
が
高
波
を
乗
り
越
え
乗
り
切
り
、
艦
尾
を

右
に
左
に
振
り
な
が
ら
白
い
航
跡
を
曳
い
て
進
む
。「
木
曽
」

の
艦
首
に
砕
け
た
高
波
が
前
甲
板
を
洗
い
、
艦
橋
に
飛
び
散
る

光
景
は
、
瞼
に
残
る
一
こ
ま
で
あ
る
。

や
が
て
キ
ス
カ
湾
に
入
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
濃
い
霧
が
き
れ
い

に
晴
れ
て
、
海
岸
に
待
機
中
の
引
揚
部
隊
と
陣
地
・
兵
器
を
爆

破
し
て
山
か
ら
駆
け
下
り
る
破
壊
班
の
姿
が
手
に
取
る
よ
う
に

見
え
る
。
午
後
一
時
四
十
分
、
投
錨
と
同
時
に
守
備
隊
員
を
乗

せ
た
大
発
が
続
々
本
艦
に
横
付
け
す
る
。

今
回
の
撤
収
は
軍
人
軍
属
だ
け
、
兵
器
そ
の
他
一
切
の
持
ち

込
み
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
陸
軍
の
兵
隊
は
本
艦
に
乗
り

移
る
直
前
、
持
っ
て
い
た
三
八
式
歩
兵
銃
を
両
手
で
捧
げ
、
拝



む
よ
う
に
し
て
海
中
に
投
棄
す
る
。

こ
の
光
景
を
艦
橋
で
見
て
い
た
艦
長
か
ら
、
三
八
式
歩
兵
銃

だ
け
は
持
ち
込
み
を
許
す
と
命
令
が
出
た
。
こ
の
時
は
陸
軍
の

兵
隊
と
と
も
に
、
目
頭
に
涙
を
浮
か
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

午
後
二
時
二
十
四
分
ま
で
の
約
四
十
四
分
の
間
に
、
海
軍
准

士
官
以
上
一
二
人
・
下
士
官
兵
二
五
〇
人
・
工
員
二
四
人
、
計

二
八
六
人
、
陸
軍
峯
木
司
令
官
以
下
准
尉
以
上
六
二
人
・
下
士

官
兵
八
四
一
人
、
計
九
〇
三
人
、
合
計
一
一
八
九
人
を
収
容
。

全
艦
艇
の
陸
海
軍
合
計
五
三
〇
〇
人
を
収
容
す
る
と
同
時
に
揚

錨
し
出
港
し
た
。

警
戒
隊
「
島
風
」「
五
月
雨
」
を
前
衛
に
、
輸
送
隊
「
木
曽
」

「
朝
雲
」「
薄
雲
」
等
が
こ
れ
に
続
き
、
午
後
三
時
三
十
七
分
、

瞬
間
的
に
霧
の
晴
れ
間
に
キ
ス
カ
富
士
の
頂
上
を
見
て
、
北
の

最
前
線
か
ら
濃
霧
の
中
を
二
十
八
ノ
ッ
ト
の
全
速
力
で
西
方
に

脱
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二
日
後
、
午
後
三
時
五
十
七
分
、
幌
筵
島
片
岡
湾
に
投
錨
、

収
容
人
員
の
揚
陸
開
始
、
午
後
五
時
三
十
五
分
揚
陸
完
了
、
こ

こ
に
キ
ス
カ
撤
収
作
戦
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。




